ィ ン ドだ の ェ ジプト だ のとい ふ やうな 熱帯 地方 へ い 

へびつ かひ 

きます と、 蛇 使と 言って 蛇に いろ/^ のこと を させ 

て 見せる、 わたり 歩きの 見世物 師がゐ ます。 たいてい 

五六 人で 組 をつ くって、 ありと あらゆる さま，^ の 蛇 

の はいった、 籠 や 袋 や 箱 を かついで、 町から 町へ とめ 

ぐって 歩き、 人 ど ほりのお ほい 広場 や 空地で、 人 を あ 

つめて 見せる のです。 人が い、 かげんに あつまります 

と、 蛇つ かひ は いづれ も 地び たにす わった ま、 で、 中 

の 二三 人が、 タン ブ— リンと いふ、 鈴の ついた 手 太鼓 

を ポン/ \ ヂャ リン/ \ とならし 出します。 それと 一 

しょに、 ほかの 二人 は、 へんな 薬の 草 を 口へ 一 ぱい 入 



はく 力 

れ こんで、 ふうく と、 あた リー 面へ、 薄荷の やうな 

き つ いに ほひの する 烟 を はき 出します。 

そのうちに 蛇つ かひた ち は、 袋 や 籠 を あけて 蛇 をと 

り 出します。 すると 蛇 は、 たちまちし つぼの 方でから 

だ を さ、 へて 立ち上り、 によろ/ \ と 上体 を ゆすぶり 

ながら、 タン ブ— リンの 音に 合 はせ て、 にじり 歩いて 

を ど ります。 見物人 は、 それ を 見る と、 はつ はとよ ろ 

こんで、 お金 を なげて いくのです。 

しかし、 それらの 蛇 使 は、 そんな を どり を 見せる ば 

うち 

かりで なく、 ときに よると 人の 家へ 出かけて 戸口 や 窓 

うち 

を くん/ \ 鼻 でかぎ ま はした あげく、 このお 家に は 蛇 



うち 

がゐ るな どと 言 ひふら します。 すると、 家の人 は 気味 

がわる くな つて、 では、 どうぞつ かまへ ていって くれ 

ろと 言 ひます。 そこで 蛇つ かひ は、 また タン ブ ー リン 

をた、 き、 れいの 薄荷の やうな に ほひの する 烟をも 

う/ \ と 立て、、 シッ/ \シ ッ/ \ と 言って、 おびき 

出します と、 ふしぎに も、 家の 中に かくれて ゐた 蛇が、 

すぐにに よろくと は ひ 出して 来ます。 蛇つ かひ は そ 

れを つかまへ てお 金 を もら ひ、 とった 蛇 も 袋に 入れて 

も つ ていく とい ふやうな こと もします。 

ある 

或と き アフリカの カイロ ー とい ふ 町に、 さう いふ 蛇 

使で 顔の 売れた、 アプト • エル. ケ リムと いふ 男が ゐ 



ました。 その ケ リムが、 或 日 その 町の フランスの 領事 

館の そば をと ほり か、 りました。 そして ふと 立ち どま 

つて、 その 建物の 入口 を じろ/ \ のぞいたり、 窓 を 見 

上げたり して、 しきりに くび を ひねって ゐ ました。 領 

事 館の 小 使が それ を 見て、 どうしたの だと 聞きます と、 

ケ リム は、 いやたい へんだ、 この 家の 中には 大きな 毒 

蛇が どつ さり 住んで ゐ ると 言 ひました。 小 使 はび つく 

りして そのこと を 領事の デラポ —ルト に 話しました。 

デラポ —ルト は、 もう そこに かな リ 永く 住んで ゐる 

のです が、 これまで そこいら でむかで や、 さそりと い 

ふ 毒虫 を 見つけた こと はあり ましたが、 まだ 毒蛇 は、 



小さい の を すら、 ーぴ きも 見た ことがあ りません。 で 

すから、 その 話 をき いても、 じょう だんだら うと 言つ 

て、 とり 上げませんでした。 しかし、 そばに ゐ あはせ 

た 人た ち は、 だって、 もし ほんとうに 蛇が ゐ たら どう 

します、 だれか y 喰 ひっかれ でもしたら、 あとで 悔ん 

でも 追ッ つかないで せう、 ともかく、 その 男に 一おう 

見て おもら ひなさい と、 しきりに さう 言 ひました。 

それで デラポ —ルト も その 人た ちにたい して、 仕方 

なしに、 ケ リム をよ び 入れました。 

はいって 来たの は、 ぶく くした 黒服に 青い づきん 

を かぶった、 五十 ぐら ゐの年 ぱいの、 どことなく 威げ 



んの ある、 しごく まじめ さうな 男でした。 ケ リム はデ 

ラポ— ルト のまへ に 出て 来る と、 胸の 上に 手の平 をく 

みあ はせ て、 ていねいに おじぎ をし ました。 デ ラポ— 

ルトは 土地の人 とか はらない くら ゐ 上手に ァラ ビヤ 語 

を 話しました。 

うち 

「いらっしゃい。 何だか この 家の 中に 毒蛇が ゐる とい 

ふこと だが ほんとうで すかね ご と 聞きます とケ リム 

は くびをかしげて、 しばらく くん/ \ 鼻 をなら した 後 

「はい、 をり ますです ご と、 しづんだ 調子で 言 ひまし 

た。 

「へえ？ 毒蛇が？」 



「はいご とケ リム は、 ふた、 び 鼻 を くん/ \ 言 はせ て 

「だいぶ ゐる やうです。 少く とも 六 ぴきは をり ますで 

せう ご 

「ほ、 う？ ではつ かまへ て くれます かご 

「はい。 私が よびます と、 わけなく 出て まゐ ります ご 

「ふ、 ん？ では、 さっそく よび 出して 見て 下さい ご 

「はい/ \ ご とケ リム はお じぎ をして、 ちょっと その 

部屋 を 出て いったと 思 ひます と、 間もなく 仲間の もの 

を 三人 つれて はいって 来て、 四 人で 床の 上に あぐら を 

かきました。 そのうちに、 ケ リムの ほかの 三人 は タン 

ブ ー リン を ひざの 上に おき、 れいの 薄荷 の やうな に ほ 



ひの 出る 薬の 草 を 口に ふくんで、 

「ァラ ー、 /\、 /^ご と、 さけびながら、 ふう/ \ 

煙 を ふきはじめました。 ケ リム は その 間、 シッ 

シッと 口笛 をなら す やうな 音 を 立 て 、 、 蛇 をよ び つ y 

けました。 四 人 は 四 五分 間 も それ をつ づけて ゐ ました 

が、 蛇 はてんで 出て 来さう にもありません。 

デラポ —ルト は、 何 をす るんだ いと、 半分 はばかに 

しながら、 なほす こしの 間が まんして 見て ゐ ますと、 

間もなく、 いくつもの さそりが ぞ ろくと 部屋の 壁の 

上 や、 いすの 下から は ひ 出して 来ました。 デラポ —ル 

トは それ を 見る と、 



「ぁッ ご と 言って 立ちす くみました。 と、 まだ/ \ 出 

ます。 こんど は 窓の 日よ け や、 デラポ —ルト の ベッド 

の 上の 蚊帳 なぞ をった はって 下りて 来ます。 すべて V 

二十 ぴき 以上 もゐ るで せう。 それが みんな、 の そく 

走って、 ケ リムの ひざのと ころへ あつまりました。 ケ 

リム は それ を 両手です くひ 上げて は、 羊の 皮の 袋の 中 

へお し 入れく しました。 そして、 

「どうです ご と、 いふ やうに、 デラポ —ルト の 顔 を 見 

上げました。 

「なるほど。 しかし それ は みんな さそりば かりで 蛇 は 

一 ぴ きも ゐな いぢ やない かご と デラポ —ルト は 言 ひ 



ました。 

「いえ、 蛇 も をり ます ご 

せん 

ケ リム はかう 言 ひながら、 こんど は、 先と はちがつ 

た 音色で シッ くくと よびたてました。 同時に、 三 

人の もの は、 ァラ と烟を はきながら、 タン 

ブ ー リン をヂ ャ リン /\ポ ン /\ ならしました。 

すると、 間もなく、 デラポ —ルト の 寝床の あたり か 

ら、 ケ リムの あいづと 同じ やうに、 シッ くと いふ 声 

がし 出しました。 と 思 ふと 長さ 四 尺 以上 も ある 蛇が、 

によ こりと 寝床の 下から 出て 来て、 するすると、 ケリ 

ムの 方へ 走りよ つて 来ました。 よく 見る とその 蛇 は、 



ァラ ビヤ 人が タボ リックと 言って ゐる、 コブラ • 力べ 

ラと いふ 毒蛇です。 ケ リム は、 その おそろしい 蛇 をむ 

ぞうさに つかまへ て、 袋の 中へ おしこまう としました _ 

「おい、 ちょっと 待った ご と デラポ —ルト はさへ ぎり 

とめました。 

「何で) j ざいます。 」 

うち 

「はッ は、 その 蛇 はほんと にこの 家に ゐ たの かいご 

「ごらんのと ほりです。」 

「よろしい。 ほんと に 私のう ちに ゐ たもの ならば 私 

の もの だ。 その 蛇 はおまい の 袋 なぞへ 入れないで、 こ 

つちへ おくれ ご と、 デラポ —ルト は、 そばの 棚の 上 か 



ら、 口の 大きな、 びん をと り 下しました。 中には アル 

コー ルが はいって ゐ ます。 言 ふまで もな く、 動物の 標 

本 用の びんで、 ときん \ 漁師た ちが、 ナイル 河から き 

たいな 魚 をと つても つて 来る の を 入れる ために 用意し 

てあつた のです。 

「さ、 この 中へ 入れて くれ ご 

「それ は、 しかし …… 」 

わたし うち 

「何が それ はしかし だ。 私の 家の 中に ゐた ものなら、 

どこまでも 私の もの ぢ やない か。 おまいに はとに かく 

三十 ピアス タ ー のお 金 を 上げる から、 蛇 だけ はだ まつ 

てこの 中へ お入れなさい。 それ をぐ づ /\ お 言 ひだと、 



へんな ことにな つてし まふよ。 その わけ を 話さう か 

ね ご 

ケ リム は、 かう 言 はれて、 しぶ/ \ とその 蛇 を びん 

の 中へ 入れ こみました。 デラポ —ルト は、 手早く それ 

へ キルクの 口 をして、 その上 をく る/ \と かたくし ば 

りつけ てし まひました。 

「もう ゐ ません かご 

「まだ をり ます ご 

ケ リム は、 最初 六ぴき はたし かに ゐ ると 言った 手 ま 

へ 上、 その ま、 引つ こんで しま ふわけ に はいきません 

それで またす ぐに、 ボン/^ ヂャ リン/ \、 シヅく 



「では、 どこに ゐ る？」 

ケ リム は、 つぎの 応接間の 方 を 向いて、 

「あすこに 一 ぴ きゐる やうな に ほひが します ご 

「ぢ や、 いって 見よう ご 

デラポ —ルト は、 つぎの 大きな びん を 一 一 っ両 わきに 

か、 へ、 小 使に も 二つ もたせて、 どん/ \ 応接間へ は 

いってい きました。 ケ リム はこ まり 切った やうな 顔 を 

しながら、 その 部屋から もーぴ きょび 出しました。 そ 

の 蛇 は 音楽ず きの 蛇 だと 見えて、 ピアノの 下から 出て 

来ました。 デラポ —ルト はよう し、 と 言 ひながら、 ケ 

リムが いやさうな 顔 をす るの も かま はず、 さっさとび 



んの 中へ 入れさせました。 

「これで 三び き だね。 あともう 三び き は どこに ゐ る？ 

え、 おい ご 

「あと はお だいどころに をり ます ご と、 ケ リム は 泣き 

出し さうな 顔 をして 言 ひました。 

「さあ、 いかう ご と デラポ —ルト は 先に 立って いきま 

した。 ケ リム は、 また そこでし ぶく と、 れいの あ ひ 

づを しました。 すると、 大きな 水 をけ の 下から 一 ぴき 

は ひ 出しました。 

「ようし、 よし。 さ、 この 中へ 入れて くれ。 これで 四 

ひきだ。 さあ、 あと 二 ひき を 早くお 出し。 これ/ \ 小 



使、 つぎのびんの 口 を あけて おけ ご 

ケ リム はとう/ \ こまって、 思 はず、 

「ェ ンタ、 タフ エツ スド、 セナ— ご とさけ びました。 

それ はァラ ビヤ 語で、 「ほんと に、 ひどい、 人 いぢめ だ ご 

とい ふ 意味でした。 ケ リム は、 この 上、 ていさい を 作 

りと ほさう とすれば、 あとの 二 ひきの 蛇 も、 みんな デ 

ラポ— ルトに とられて しま ふので、 

「どうぞ、 もう、 あと はお 許し 下さい まし ご と、 と 

う/ \ 本音 を はきました。 デラポ —ルト は、 くす くす 

笑 ひました。 でも、 あまり かはい さうな ので、 あとの 

二 ひきは かへ してやり、 その上、 三十 枚の 銀貨 を くれ 



てお ひ 出しました。 ケ リム は、 そのお 金 を、 引った く 

る やうに して ポケットへ 入れて、 

「ちょ ッ。 あのよく なれた 蛇 四 ひき を 三十 ピアス タ— 

で とられち や 合 はない や ご と、 うらめし さう にぶ 

つ /\ 言 ひ/ \出 ていきました。 
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